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1. 出芽酵母リソースの収集
　魅力的な研究成果リソースとして、福山大学の久冨
泰資先生より、Hisatomi et al., 1986;｠Hisatomi et 
al., 1991;｠ Yoda et al., 1993;｠ Hisatomi et al., 
1998;｠ Hisatomi et al., 1999;｠ Mikata et al., 
2001;｠ Kodama et al., 2003;｠ Sugihara et al., 
2011;｠ Toyomura et al., 2021;｠ Toyomura and 
Hisatomi, 2021; Hisatomi and Toyomura, 2021;｠
Toyomura et al., 2023で報告された自然界より分離
したさまざまな株を含む出芽酵母株67、大阪公立大学
の川西優喜先生より、Ito-Harashima et al. (2015)で
使用された　　　　　　  の         や       遺伝子破
壊株12、神戸大学の石井純先生より、酵母のタンパク質
合成を自在に制御するプロモーター設計(Tominaga 
et al. (2024))で使用されたプラスミド68、明治大学・
仮屋園遼先生より、減数分裂関連変異株42、鹿児島
大学・玉置尚徳先生より、RAS関連変異株を含む菌株
とプラスミドを収集しました。保有リソースは約37,900
となりました（図3）。
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センターの概要

【分　野】
生物学（分子生物学）
農学（農芸化学）

【キーワード】
出芽酵母、生命科学、生物工学、
醸造・発酵食品製造

（1）主たる研究分野

（2）研究概要
　単細胞微生物である酵母は、我々ヒトと同じ真核生
物であり、細胞内の基本的な生命現象や構造が高等生
物と同じであることや、一倍体でも二倍体でも生育でき
減数分裂も行うことから遺伝学研究に非常に好都合で
あること、真核生物で初めて全ゲノム配列が解読され
ポストゲノム研究のための情報整備が進んでいること
などから、生命科学における真核細胞のモデルとして
扱われています。3つのノーベル賞受賞研究「細胞周期
の理解（2001年）」、「小胞輸送のしくみの解明（2013
年）」、「オートファジーのメカニズムの発見（2016
年）」でも利用されており、非常に優秀な研究材料で
す。また、病原性がなく安全であること、培養が容易で
安価であること、エタノールや二酸化炭素を効率よく生
産すること、相同組換えによる遺伝的改変が容易であ
り宿主・ベクター系が確立していることなどから、古くか
ら醸造・発酵食品産業で多用されている重要な産業微
生物でもあります。このため、基礎・応用研究の両方に
おいて大変役立つ生物であることから、「究極の細胞」
とも呼ばれています。
　生命科学の総合的な推進を図る観点から、2002年
度より、国が戦略的に整備することが重要な実験動植
物や微生物等のバイオリソース（研究開発の材料）に
ついて、体系的な収集・保存・提供を行う「ナショナルバ
イオリソースプロジェクト：NBRP」を文部科学省が実施
しています。このため、生命科学研究の基礎・基盤とな
る重要な生物種等であって、我が国独自の優れたバイ

オリソースとなる可能性を有する生物種として31の実
験用モデル生物等が選定されており、日本全国に収集・
保存・提供を行う拠点が整備されています。酵母には分
裂酵母と出芽酵母の2種類が存在しますが、両酵母は
NBRPに選ばれており、2021年度より本学はNBRP酵
母の分担機関：出芽酵母のバイオリソース拠点に選ば
れ、日本で最大、世界的に見ても3大出芽酵母リソース
拠点の一つとして、世界レベルで大きな学術研究的責
務を果たしております。
　当センターは、NBRP酵母の出芽酵母リソース拠点事
業を行う主体として機能し、以下のNBRP酵母事業内
容を実施して、国際学術研究活動への貢献や地域教育
支援、産学連携支援、遺伝資源へのアクセス推進、本学
のプレゼンス拡大を目指して活動を行なっていきます。

図2.　NBRP酵母の事業内容

・収集：世界中から魅力的な出芽酵母リソースを収集
・保存：収集したリソースを保存
・品質管理：高度な品質管理を実施
・提供：依頼に応じて保有リソースを世界中に提供
・情報整備：データベース整備とリソース情報の発信

•電子版提供同意書（eMTA）の即日発行により通常3-4
日でリソースが到着します。
•菌株・DNAリソースとも510円です（アカデミック価格）。
•最先端のリソースがそろっています！　　　　　　
•実験指導や小中高校への研究体験プログラムも提供し
ています！

図1.　出芽酵母

直径0.005mmの小さな生物
小さい芽が出て細胞増殖する
生命科学研究だけでなく、お酒やパン作りに
も利用される
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　出芽酵母遺伝資源研究センターは日本で最大、世界
でも3本指に入る酵母の研究リソースセンターに成長し、
世界の学術研究と発酵産業になくてはならない機関と
なりました。来年度も、その確固たるプレゼンスを示し
つつオリジナリティーが高く魅力的なリソースを提供で
きるよう活動する予定です。さらに、学会での発表・広報
活動の強化などにより、研究者のための研究者によるリ
ソースセンターとなるようユーザーの要望に応え、酵母
を利用したライフサイエンスや醸造発酵研究の発展を
支え、Hiroshima Institute of Technologyの名前を
国内外に広め、国際貢献を果たす予定です。 

2. 出芽酵母リソースの保管、品質管理、バックアップ：
　高品質なリソースを提供するため、先端機器を用いて
新たに収集したリソースを中心に遺伝子型、表現型等
や構造解析等の品質管理を行い、大腸菌と酵母のグリ
セロールストックを作成して保管しました。災害などによ
るリソース消失のリスクを回避するために、約1,000株
のバックアップストックを調製しました。
｠
3. 出芽酵母リソースの提供事業の推進：
　魅力的な先端リソースを収集し、HPのアップデートや
リソース情報を効果的に発信することにより、菌株と
DNAを世界中に提供しました。第42回イーストワーク
ショップ、第77回日本生物工学会大会と第48回日本分
子生物学会大会ではリソース展示を行いました。これら
の活動を通じてネットワークを広げ、広島工業大学のプ
レゼンスの拡大にも努めました。 
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図3.　出芽酵母遺伝資源研究センターの保有数


